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沖縄の最低賃金は７３７円、全国平均８４８円、東京は９５８円です。その差は２２１円に

もなっています。この時給で８時間フルに働いても月額約１３万円～１６万円余にしかなりま

せん。６月２６日、今年度の最低賃金引き上げ目安についての議論が中央最低賃金審議会（中

賃審）でスタートしました。今月末には目安が出されます。それを基に各都道府県で審議がさ

れ秋には今年度の最低賃金が決められ１０月から新時給になります。最低賃金の引き上げ額が

郵政の時給制契約社員の時給に連動されますから、最低賃金引き上げのたたかいは重要です。 

また、地域によって最低賃金の差があることは経済の地域間格差を生んでいます。それを解

消させていくために最低賃金を全国一律にしていく必要があります。 

 

 

 
 

 

 
郵政で働く時給制契約社員の時給は基本給と加算給の

合計額となっています。基本給は以下の通り地域の最低

賃金が基礎となっています。 

【基本給】 

 最低賃金（10 円未満の端数は 10 円単位に切り上げる） 

       ＋ 
  20 円（東京の外務はさらに 130 円を加えた額） 

       ＋ 
【加算給】（基礎評価給と資格給の合計） 

 基礎評価給は基礎評価ですべて「○」は 10 円など 

       ＋ 
  資格給はスキル評価Ａ，Ｂ，Ｃの結果に基づく額と

なります。 

これを基に東京内務の場合では 

９６０円＋２０円＝９８０円 

＋加算給となります。 

東京外務の場合では 

９６０円＋２０円＋１３０円＝１１１０円 

＋加算給となります。 

 

ちまちま上げるな 

思い切って上げよ 
安倍政権は２年以上前に一億

総活躍プランで「最低賃金を全国

平均 1000 円目指す」という方針

を掲げました。それから何年も経

っているのに実現していません。 

今年こそ全国一律 1000 円以上

にさせていくと共に、早期に１５

００円にさせていきましょう。そ

して、８時間働けば誰もが普通に

暮らせる社会、人間らしい生活が

できる社会を実現させていきま

しょう。 

 

 


